
2023年度 神戸大学大学院工学研究科

博士課程前期課程 入学試験問題

(数学 :機械工学専攻)

、        注意事項

(1)問題lγ問題3は問題用紙の表面に,問題4は問題用紙の裏面にあります.

(2)問題番号と同じ番号の解答用紙を使って解答してください.例えば問題1は ,左上
端に1と 印刷されている解答用紙に答えを書いてください.解答用紙の番号と異な
る問題を解答した場合,採点の対象となりません.

(3)解答欄が不足した場合は,裏面に書いてよろしい.ただし,表と上下を逆にしてく
ださい.  |

(4)受験番号と科目名の裏の部分には:何も書いてはいけません.
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1。 つぎの各問いに答えよ.

(1)関数∫(χ ,ν)=Cκ
+ν に対して,平均値定理

∫(″ +ん ,ν 十た)一 ∫(∬ ,ν)=んん(″ 十θん,ν +θた)十 たん(χ tt θん,ν tt θた)(0<θ <1)

が成り立つことが知られている.上式を満たすθを,ん とたを用いて表わせ。ただ
し,ん +た ≠0とする。さらに,ん +た ≠0を保った状態で (んった)→ (0,0)と したとき
のθの極限フすなわちにぁ輩Qのθを求めよi

ん+た≠0

素関数 九

2の関数

られた半

求めよ.

3.ク =ν("),">0に 関するつぎの微分方程式

χν
′′
一 (2χ -1)ν

′
十(χ -1)ν =0          (*)

を考える。

(1)ν 〒 C″ が方程式 (*)の解の一つであることを示せ。

(2)鶴 =ν c~χ とおき,し に関する微分方程式を導け.さ らにこの微分方程式を解き,方
程式 (*)の

二般解を求めよ.

(3)方程式 (*)の一組の基本解を求め,そ のロンスキアン7(″)を計算せよ.

を考える。
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(裏面へ続く)



4.η を 2以上の自然数とし,関数

則=‖ 日:》
を考える.ただし,レ]は α以下の最大整数を表わす.

(1)∫ (χ)のグラフを描け.

9∫
oの ファリテ変換∫o=ギ 暴 三二∫0「

伽αら一∞ <ι <∞ 奮求めよ。

(3)1<L<2と する。(2)の結果を利用して,等式

だ  洗=A十∴ [d<°“側αιι

が成 り立つことを示せ .


